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 客観的に正しいか，正しくないかを判断できる文章を命
め い だ い

題という。
命題の「○○○ならば□□□」の○○○の部分を仮

か て い

定，□□□の部分を結
け つ ろ ん

論という。

次の命題の，仮定と結論を答えなさい。

(1) x＞ 0，y＜ 0ならば , xy＜ 0である。 仮定：x＞ 0, y＜ 0　結論：xy＜ 0 …( 答 )

(2) ならば， ＝ である。

→ 仮定：        結論： ＝  …( 答 )

 あることがらが成り立つことを，筋道を立てて明らかにすることを証
しょうめい

明という。

下の図で，AB＝AD，CB＝CDならば， と は合同であることを証明しなさい。

 【仮定】  AB＝ AD，CB＝ CD 【結論】  

【証明】　△ABCと△ADCで，

仮定より， CB ＝ CD …①

AB ＝ AD …②

共通の辺なので， AC ＝ AC …③

① , ② , ③より，3組の辺がそれぞれ等しいので，

△ABC △ ADC

　　　　　　　　　　　　
 ①～③の部分はどの順番に書いてもよい

下の図で，AB＝AC, AD＝AEならば， と は合同であることを証明しなさい。

【仮定】  AB＝ AC, AD＝ AE 【結論】

【証明】 と で，

仮定より，AB＝ AC …①
AE＝ AD …②

共通の角なので，  

＝ …③

① , ② , ③より，2組の辺とその間の角がそれぞれ等し

いので，

宣言で△ABCを先に書いたので，
△ABCの辺や角を左に書く

後で用いる式に番号をつける

注目する三角形を宣言

用いる合同条件
を書き，最後に
結論を書く

等しい理由を書く
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42 下の図に関する次の命題の仮定と結論を答えなさい。

命題：l // mならば a＝ bである。

仮定：[                        ]  結論：[                        ]

43 下の図で，AB＝ CD, AD＝ CBならば， と は合同であることを証明しな

さい。

【仮定】

【結論】

【証明】

44 下の図で，OA＝ ＝ ＝ 90°ならば， と が合同になる
ことを証明しなさい。

【仮定】

【結論】

【証明】
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下の図で，AB // CD, OB＝ OCならば， であることを証明しなさい。

【仮定】  AB // CD, OB＝ OC 【結論】  

【証明】 と で，

仮定より， OB＝ OC …①

平行線の錯角は等しいので，

＝  …②

対頂角は等しいので，

＝ …③

① , ② , ③より，1組の辺とその両端の角がそれぞれ
等しいので，

下の図で， で，点 Oは AB,CDの中点ならば， であることを証

明しなさい。

【仮定】  ＝ BO, CO＝ DO 【結論】  

【証明】 と で，

仮定より，AO＝ BO …①
CO＝ DO …②

対頂角は等しいので，

          ＝ …③

① , ② , ③より，2組の辺とその間の角がそれぞれ等

しいので，

 ③は「仮定より なので， ＝ ＝ 90°」としてもよい。

下の図で，AB＝ ACで点Mは BCの中点ならば， であることを証明し

なさい。

【仮定】  AB＝ AC, BM＝ CM 【結論】

【証明】△ABMと△ACMで，

仮定より，AB＝ AC …①

BM＝ CM …②

共通の辺なので，

AM＝AM …③

① , ② , ③より，3組の辺がそれぞれ等しいので，

ABM ACM
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45 下の図で，AB // CD, OA＝ ODならば， であることを証明しなさい。

【仮定】 【結論】

【証明】

46  下の図で， ＝ CO, DO＝ BOならば， であることを証明

しなさい。

【仮定】 【結論】

【証明】

47  下の図で， で点Mは BCの中点ならば， であることを証明し

なさい。

【仮定】 【結論】

【証明】
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ある命題の仮定と結論を入れかえた命題を，命題の逆という。
命題が例外なく正しい場合を「真

し ん

」，正しくない，あるいは正しいとは限らない場合を「偽
ぎ

」
という。
 
次の命題の真・偽を判定しなさい。またその命題の逆を答え，その真・偽も判定しなさい。 

(1) x = 5 ならば x2 = 25 である。 真

逆：x2 = 25 ならば x = 5 である。 偽　　  x2 = 25 ならば  x = 5, 5

(2) ならば AB＝ DEである。 真　

 合同な図形の対応する角や辺は等しい

逆：AB＝ DEならば である。

偽　※仮定は合同条件になっていない

(3) 下図に関して，l // mならば a＝ bである。 真

 lとmが平行ならば，同位角は等しい

逆： a＝ bならば l // mである。 真

 同位角が等しければ，lとmは平行

下の図で，AE＝ ＝ ならば，AB＝ CDであることを証明しなさい。

【仮定】  AE＝ ＝  【結論】　 AB＝ CD

【証明】

と で，

仮定より，AE＝ CE …①

＝ …②

対頂角は等しいので，

＝ …③

① , ② , ③より，1組の辺とその両端の角がそれぞ

れ等しいので，

合同な図形の対応する辺の長さは等しいので，
AB＝ CD

角が等しいことを証明する場合は
「合同な図形の対応する角の大きさは
等しいので」に置き換える。
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48 次の命題の真・偽を判定しなさい。またその命題の逆を答え，その真・偽も判定しなさい。 

(1) nが 4の倍数ならば nは偶数である。→ (   真   ・   偽    )

逆：(        ) → (   真   ・   偽    )

(2) a+b = 1 ならば a = 1 b である。→ (   真   ・   偽    )

逆：(        ) → (   真   ・   偽    )

(3) x+y = 4 ならば x = 3, y = 1 である。→ (   真   ・   偽    )

逆：(        ) → (   真   ・   偽    )

(4) ならば ＝ である。→ (   真   ・   偽    )

 逆：( ) 

→ (   真   ・   偽    )

(5) 図において，l // mならば a＝ bである。→ (   真   ・   偽    )

 逆：図において，( ) 

 → (   真   ・   偽    )

49 下の図で，AB＝ CD, AD＝ CBならば， ＝ CBDであることを証明しなさい。

【仮定】

【結論】

【証明】
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下の図で，BD＝ CE, BE＝ CDならば， ＝ であることを証明しなさい。

【仮定】   BD＝ CE, BE＝ CD 【結論】　 ＝

【証明】 と で，

仮定より，BD＝ CE …①
           CD＝ BE …②

共通の辺なので，BC＝ CB …③

① , ② , ③より，3組の辺がそれぞれ等しいので，

合同な図形の対応する角の大きさは等しいので，

＝

下の図で，AE＝ DE, BE＝ CEならば，AB//CDであることを証明しなさい。

【仮定】 　 AE＝ DE, BE＝ CE 【結論】　 AB//CD

【証明】 と で，

仮定より，AE＝ DE …①
BE＝ CE …②

対頂角は等しいので， ＝ …③

① , ② , ③より，2組の辺とその間の角がそれぞれ

等しいので，

合同な図形の対応する角の大きさは等しいので，

＝

よって，錯角が等しいので，AB//CD

下の図は， の二等分線を作図したものである。この図において ＝ で
あることを証明しなさい。

【仮定】  OA＝ ＝  【結論】　 ＝

【証明】 と で，

仮定より，OA＝ OB …①

＝ …②

共通の辺なので， ＝ …③

① , ② , ③より，3組の辺がそれぞれ等

しいので，

合同な図形の対応する角の大きさは等

しいので， ＝

コンパスの幅が等しいことに注意
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50 下の図で， ＝ ＝ ACならば，CD＝ BEであることを証明しなさい。

【仮定】 【結論】

【証明】

51 下の図で，Oは AD, BCの中点ならば，AB//CDであることを証明しなさい。

【仮定】 【結論】

【証明】

52  下の図は， の二等分線を作図したものである。この図において ＝
であることを証明しなさい。

【仮定】 【結論】

【証明】
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53 下の命題に関して次の問いに答えなさい。

命題： x > 0, y > 0 ならば，xy > 0 である。

(1) この命題の仮定と結論を答えなさい。仮定：(                       )  結論：(                         )

(2)  この命題の真・偽を判定しなさい。また偽の場合は x, yがどのような値のとき成り立たな
いか。その例を挙げなさい。

(3) この命題の逆を答えなさい。(                                                                                 )     

(4)  この命題の逆の真・偽を判定しなさい。また偽の場合は x, yがどのような値のとき成り立
たないか。その例を挙げなさい。

54  下の図で， ＝ OC, OB＝ ODならば ＝ であることを証明し

なさい。

【仮定】 【結論】

【証明】

55 下の図で，AB＝ CD, AB//CDならば Oは ADの中点であることを証明しなさい。

【仮定】 【結論】

【証明】 A B

C D

O

A

B

C DO
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56 下の図で，AB＝ CD, AD＝ BCならばAB // CD であることを証明しなさい。

【仮定】

【結論】

【証明】

57  下図は直線 l上の点 を通り，lと垂直な線を作図したものである。この図について次の問
いに答えなさい。

(1) ＝ となることを証明しなさい。

【仮定】  【結論】

【証明】

(2)  以下は (1) を利用して，l となる理由を述べたものである。文中の空欄に当てはまる数
値を答えなさい。

は同じ直線上の点であるので， ＋ ＝ ( ア .                     )° …①

また (1) より， ＝  …②

① , ②より， ＝ ( イ .                )°, ＝ ( ウ .                )°となるので，

l となる。

A

B

C

D

A Bl



2乗すると aになる数を，aの平
へ い ほ う こ ん

方根という。
(  )2=a 　→ (       ) に入る数が aの平方根であるといえる。

次の数の平方根を求めなさい。

(1) 64 (2) 121

●以下は暗記しておこう
112=121 , 122=144 , 132=169 , 142=196 , 152=225 , 162=256 

 5の平方根を求めてみる。  (　　 )2=5 の (     )に入る数を探していくと，
2.22=4.84 2.232=4.9729 2.2362=4.999696 2.236062=4.9999643236 

このように計算していっても 5に近い値しか求められない。

実際の 5の平方根を小数で表そうとすると，以下のように無限小数になってしまう。
5の正の平方根：2.2360679774997896964091736687312762354406183596…

【数学のルール】

　平方根を無限小数でしか表せない場合は 
ルート

(根号 ) を用いて表現する。

5の平方根：± 5  　　 )2=5 に入る数は 5 と 5  

つまり　 5 2 = 5 5 2 = 5

aの平方根は± a a
2 = a, a

2 = a  (ただし a＞ 0 )

4の平方根を求めてみる。
(　　 )2=4 　…(    )に入る数は ±2

また数学のルールでは，4の平方根は± 4

a2 の形になるものは根号を外すことができる。つまり a2 = a

  4 = 22 = 2　  9 = 32 = 3　  16 = 42 = 4　  25 = 52 = 5
4 = ±2…これは間違い！　 4 = 2 4 = 2  なら正しい！

(　　 )2=64 (       )に入る数は

＋ 8と の 2つ。

まとめて±8と書いてよい

よって 64の平方根は±8  …( 答 )

 (　　 )2=121     (        )に入る数は
+11と の 2つ。

まとめて±11と書いてよい

よって 121の平方根は±11  …( 答 )

このことから 4 = 2 となることがわかる。
つまり， 22 = 2
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216 次の問いに答えなさい。

(1) 2乗すると 36になる数をすべて答えなさい。 (                       )

(2) 2乗すると 7になる整数はいくつ存在するか。 (                       )

(3) 2乗すると 7になる数はいくつ存在するか。 (                       )

(4) (　　 )2=a この (      )に入る数を，aの何というか。 (                       )

217 (      )に入る数をすべて答えなさい。

(1) (      )2=1 [             ] (2) (      )2=4 [              ]

(3) (      )2=9 [             ] (4) (      )2=49 [              ]

(5) (      )2=81 [             ] (6) (      )2=144 [              ]

(7) (      )2=169 [             ] (8) (      )2=0 [              ]

218 次の平方根を求めなさい。

(1)  16  [           ] (2)  9  [           ] (3)  4  [           ]

(4)  25  [           ] (5)  1  [           ] (6)  0  [           ]

219 (    ) に入る数や言葉を，選択もしくは埋めなさい。※④ , ⑦は根号を使わないこと

・3の平方根を小数で表すと，① (            ) 小数になってしまう。

よって 3の平方根は② (             ) のように表す。

・x>0 のとき，xの平方根は③ (         ) だから，(x)2 = ( x)2= ④ (       ) となる。

25の平方根を  を用いて表すと±⑤ (        ) ,   を用いないで表すと±⑥ (         )

となる。これらは等しいことから，一般に x2 = ⑦ (        ) となることがわかる。

・a > 0 のとき， a は⑧ (　正  ・  負  ・  正と負　) の数である。よって，

16 = 4  とするのは ⑨ (  正しい  ・  正しくない )。

16 = 4 とするのは ⑩ (  正しい  ・  正しくない )。

16 = ±4 とするのは ⑪ (  正しい  ・  正しくない )。

220 次の数を，根号を使わないで表しなさい。

(1) 9  (       ) (2) 16  (       ) (3) 13 2  (       ) (4) 132  (       )

(5) 25  (       ) (6) 72  (       ) (7) 2 2  (       ) (8) 5 2  (       )

221 「  の平方根は存在しない」理由を説明しなさい。
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次の数で，根号 を使わずに表せるものがあれば使わずに表しなさい。なければ×をつけな
さい。
(1) 9 = 32 = 3 …( 答 ) (2) 90 …( 答 ) 

(3) 900 = 302 = 30 …( 答 ) (4) 25 = 52 = 5 …( 答 ) 

(5) 2.5 …( 答 ) (6) 0.25 = 0.52 = 0.5 …( 答 )

(7) 9
25 = 3

5

2
= 3

5
 …( 答 ) (8) 3

5 …( 答 ) 

(9) ( 6)2 = 36 = 62 = 6 …( 答 ) (10) 30 2 = 30 …( 答 ) 

(11) 1 = 12 = 1 …( 答 ) (12) 37
36 …( 答 )

次の数の平方根を求めなさい。

±  をつければ平方根になるが， a2 = a と根号を外せるものは必ず外す。

(1) 4 (2) 0.6  (3) 0.36 (4) 52       (5) 916 

± 4 ± 0.6…( 答 ) = ± 0.36       

= ± 22  = ± (0.6)2

±2…( 答 )  ±0.6…( 答 )

【電卓の使い方】　 5 を求めるには「5」 「 」の順に押す

●暗記しよう（ は近い値であることを表す）

2 一
ひ と よ

夜一
ひ と よ

夜に人
ひ と み ご ろ

見頃 )  3 　(人
ひとな み

並におごれや )

5 　(富
ふ じ

士山
さんろ く

麓オーム鳴
な

く )

 上記から， 3 > 2  であることがわかる。

また 2 …　 3 …であることから 3 < 2 であることがわかる。

　一般に a > b > 0 のとき，次のようなことがいえる。

a > b　　　 a < b

●試してみよう

3 であるが，(1.7320508 )2  を電卓で計算するとどうなるか。

± 5
2 …( 答 ) ± 9

16 = ± 3
4

2

± 3
4…( 答 )
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222  次の数で，根号 ( ) を使わずに表せるものがあれば使わずに表しなさい。なければ×を
つけなさい。

(1) 4 (2) 0.4 (3) 0.04

(4) 10 (5) 100 (6) 1000

(7) 81
49  (8) 642  (9) 64

(10) ( 0.1)2  (11) 9 2  (12) 15
4

223 次の数の平方根を求めなさい。平方根が存在しない場合は×をつけなさい。

(1) 81 (2) 4.9  (3) 0.49 (4) 1
16  (5) 13

(6) 16  (7) 400  (8) 9
100   (9) 0.64  (10) 25

4

224 電卓を利用して次の空欄を埋めなさい。ただし，② , ④には整数を入れること。

・(1.4142)2=  ① [                                                  ] であるので，

② [ ]   であることがわかる。

・(2.6457)2=  ③ [                                                  ] であるので，

④ [ ]  であることがわかる。

・ 15 , 16, 17  を小数第 2位まで求めると，

   15 = ⑤ [                     ]   16= ⑥ [                     ]   17= ⑦ [                     ]

 　 よってこれらの数の大小関係を不等号で表すと，

15  ⑧ [               ]  16   ⑨ [               ]  17

15  ⑩ [               ] 16  ⑪ [               ] 17  となる。
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次の数を根号 (  ) を用いて表しなさい。

(1) 2 (2)  (3) 0.6 (4) 54
= 22

= 4
 
 …( 答 )

 
= 32

= 9
 
…( 答 )

 
= 0.62

= 0.36
 
…( 答 )

 = 5
4

2
= 25

16
 …( 答 )

次の数の大小を，不等号を用いて表しなさい。

根号を含むものと含まないものは比較しにくいので，すべて根号を用いて表し，比較する。

(1) 11, 10 (2) 3, 3  (3) 5, 23 (4) 8, 65, 63
 ↓ ↓ ↓

11 > 10 …( 答 ) 3, 9 25, 23 64, 65, 63

 3 < 3 …( 答 ) 5 < 23 …( 答 ) 63 < 8 < 65 …( 答 )

次の不等式を満たす整数 nを求めなさい。

(1) 2 n 3 (2) 14 < n < 63
↓ ↓ ↓
4 n 9 14 < n2 < 63

nが 4と 9の間にあればよい。 n2 が 14と 63の間にあればよい。

等号があるので n=4, n=9

でも成り立つことに注意すると， n= 4,5,6,7 …( 答 )

　n= 4,5,6,7,8,9 …( 答 )

5の整数部分と小数部分を求めなさい。

富士山麓オームなく

5 = 2.2360679… 

整数部分 小数部分= 5 2

 5 2.2360679 は暗記しておこう

17の整数部分と小数部分を求めなさい。

2 = 4, 3 = 9, 4 = 16, 5 = 25  …と考えていくと，

16 < 17 < 25    つまり 4 < 17 < 5 となるので，

整数部分は 4とわかる。整数部分を引けば小数部分

になるので，小数部分は 17 4

32 = 9
42 = 16
52 = 25
62 = 36
72 = 49
82 = 64

整数部分：2
小数部分： 5 2

( 答 )

整数部分：2
小数部分：0.2360679…

整数部分：4
小数部分： 17 4

( 答 )
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225 次の数で，根号を用いて表しなさい。

(1) 5 (2) 7 (3) 0.1 (4) 3
2  (5) 10 

226  次の数の大小を，不等号を用いて表しなさい。※ (4),(8) は左から小さい順に並べ替える
こと。

(1) 7 , 6 (2) 0.2, 0.2 (3) 4 , 14 (4) 34 , 37, 6 

(5) 4
5 , 

6
5  (6) 0.9 , 1 (7) 3

5   , 1
2  (8) 2, 3, 5

227 次の不等式を満たす自然数 aを求めなさい。

(1) 1 a 2 (2) 10 a 26

(3) 3 < a < 4 (4) 5 < a < 83

228 次の問いに答えなさい。

(1) 3 の整数部分と小数部分を求めなさい。 整数部分 (           )  小数部分 (                   )

(2) 11 の整数部分と小数部分を求めなさい。 整数部分 (           )  小数部分 (                   )

(3) 38 の整数部分と小数部分を求めなさい。 整数部分 (           )  小数部分 (                   )
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229 次の [　　 ] に当てはまる言葉や数を入れなさい。

(?)2=3 …①             (?)2=5 …②            (?)2=4 …③

・①式の (        ) に入る正の小数を求めると，1.7320508…とA.[                     ] 小数になる。

  この小数は用いるのに不便なため，この 1.7320508…を B.[            ] と表すことができる。

・②式の (        ) に入る数を根号を用いて表すとC.[            ] であり，

  この数を 5のD.[            ] と呼ぶ。

・③式の (        ) に入る数を，根号を用いずに表すと E.[            ] であり，根号を使って表す

と F.[            ] となる。これらの数も同様に 4の [   D   ] と呼ぶ。

230 (     ) に入る数をすべて答えなさい。ただし根号を外せるものは外すこと。

(1) (　   　 )2=36 … [             ]  (2) (　　    )2=2  … [             ]

(3) (   　　 )2=1.3  … [             ]  (4) (　   　 )2=0.16  … [             ]

(5) (　   　 )2= 81
4    … [             ] (6) (　   　 )2= 1

10   … [             ]

231 次の [    ] に当てはまる言葉や数を選択または埋めなさい。※C, E は根号を用いないこと

・2乗すると 6になる数を，6のA.[                    ] といい，この数を根号を使って表すと

   B.[                    ] となる。

・ 6 は 6の平方根の１つなので 6 2 = C.[                  ] となる。

・9の正の平方根を根号を使って表すと 9，根号を使わずに表すとD.[                ] となるので，

  9 = [  D  ]，つまり 32 = [  D  ] が成り立つ。

以上のことからもわかるように，x>0 のとき，

一般に x
2 = x2 = E.[                  ] が成り立つ。

・ 100 を根号を用いずに表すと，F.[   ] である。
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232 次の数や式を，根号を使わずに表しなさい。

(1) 25 (2) 112 (3) 11 2 (4) 17× 17

(5) 16
25  (6) 0.64 (7) 0.2 2 (8) 1

9

233 次の数を根号を使って表しなさい。

(1) 8 (2) 10  (3) 0.6 (4) 9
7

234 次の数を左から小さい順に並べ，不等号を使って表しなさい。

5, 2, 0, 6,
3
2 , 3,2

235 次の不等式を満たす自然数 kを求めなさい。

(1) 3 k 11 (2) 6 < k < 6

236 151 の整数部分と小数部分を求めなさい。

 整数部分 (              )  小数部分 (                     )




